
(57)【要約】

【課題】　床面全体に敷き詰めることのできる面状ヒー

ターであって、しかも必要なヒーターのみに電力の供給

を可能にした面状ヒーターを提供することを目的とする

。

【解決手段】　多数の発熱体ユニット１を接続してなる

面状ヒーター１０であって、前記発熱体ユニット１を絶

縁シート２０上へカーボンを塗布又は印刷した発熱層２

１と該発熱層２１へ電力を供給する導電条３０、３１と

該導電条３０、３１に取り付けた接続端子４０とで構成

するとともに、前記接続端子４０にコネクタ５又は遮断

部材６、７を取り付けて各発熱体ユニット１を順次接続

可能に構成してなり、前記コネクタ５を取り付けた場合

は回路を形成し、前記遮断部材６、７を取り付けた場合

は回路を遮断して任意の発熱体ユニット１へ電力を供給

するようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 接 続 し て な る 面 状 ヒ ー タ ー で あ っ て 、 前 記 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 絶
縁 シ ー ト 上 へ カ ー ボ ン を 塗 布 又 は 印 刷 し た 発 熱 層 と 該 発 熱 層 へ 電 力 を 供 給 す る 導 電 条 と 該
導 電 条 に 取 り 付 け た 接 続 端 子 と で 構 成 す る と と も に 、 前 記 接 続 端 子 に コ ネ ク タ 又 は 遮 断 部
材 を 取 り 付 け て 各 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 順 次 接 続 可 能 に 構 成 し て な り 、 前 記 コ ネ ク タ を 取 り 付
け た 場 合 は 回 路 を 形 成 し 、 前 記 遮 断 部 材 を 取 り 付 け た 場 合 は 回 路 を 遮 断 し て 任 意 の 発 熱 体
ユ ニ ッ ト へ 電 力 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 面 状 ヒ ー タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 す る 面 状 ヒ ー タ ー に お い て 、 接 続 端 子 は 発 熱 体 ユ ニ ッ ト 内 に 埋 設 さ れ る
と と も に 、 該 接 続 端 子 内 に コ ネ ク タ 又 は 遮 断 部 材 を 埋 設 可 能 に 構 成 し て な る 、 面 状 ヒ ー タ
ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 床 暖 房 な ど に 使 用 す る 面 状 ヒ ー タ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 用 い 、 現 場 の 寸 法 、 形 状 に 合 わ せ て 床 面 に 設 置 で き る よ う に し
た 暖 房 用 電 気 ヒ ー タ ー が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ １ ６ ８ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 す 発 明 は 、 凸 端 子 と 凹 端 子 を 互 い に 接 続 し な が ら 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト
を 並 べ て 床 面 に 設 置 す る も の で あ る か ら 、 設 置 さ れ た 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト 全 て に 電 力 が
供 給 さ れ る 。
　 こ の た め 、 家 具 な ど が 置 か れ て い る 場 合 な ど 、 発 熱 す る 必 要 の な い 箇 所 も 発 熱 し て し ま
い 、 不 経 済 で あ る 。
　 ま た 、 多 数 並 べ て 設 置 し た 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 周 辺 部 の 側 面 か ら は 、 凸 端 子 が 突 出 し て お
り 、 外 観 上 も 見 栄 え が 悪 く 、 し か も 突 出 し た 凸 端 子 か ら ゴ ミ な ど が 浸 入 し 、 事 故 の 原 因 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み 、 床 面 全 体 に 敷 き 詰 め る こ と の で き る 面 状 ヒ ー タ ー で あ
っ て 、 し か も 必 要 な ヒ ー タ ー の み に 電 力 の 供 給 を 可 能 に し た 面 状 ヒ ー タ ー を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 は 、 事 故 が 生 じ る こ と の な い 面 状 ヒ ー タ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 面 状 ヒ ー タ ー は 、 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト
を 接 続 し て な る 面 状 ヒ ー タ ー で あ っ て 、 前 記 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 絶 縁 シ ー ト 上 へ カ ー ボ ン を
塗 布 又 は 印 刷 し た 発 熱 層 と 該 発 熱 層 へ 電 力 を 供 給 す る 導 電 条 と 該 導 電 条 に 取 り 付 け た 接 続
端 子 と で 構 成 す る と と も に 、 前 記 接 続 端 子 に コ ネ ク タ 又 は 遮 断 部 材 を 取 り 付 け て 各 発 熱 体
ユ ニ ッ ト を 順 次 接 続 可 能 に 構 成 し て な り 、 前 記 コ ネ ク タ を 取 り 付 け た 場 合 は 回 路 を 形 成 し
、 前 記 遮 断 部 材 を 取 り 付 け た 場 合 は 回 路 を 遮 断 し て 任 意 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト へ 電 力 を 供 給 す
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 接 続 端 子 は 発 熱 体 ユ ニ ッ ト 内 に 埋 設 さ れ る と と も に 、 該 接 続 端 子 内 に コ
ネ ク タ 又 は 遮 断 部 材 を 埋 設 可 能 に 構 成 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 次 の と お り で あ る 。
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　 導 電 条 に 取 り 付 け ら れ た 接 続 端 子 に 、 コ ネ ク タ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 順 次 接 続 し 、
所 要 の 発 熱 面 積 の 面 状 ヒ ー タ ー を 構 成 す る 。
　 周 辺 側 に 位 置 す る 接 続 端 子 の い ず れ か 一 つ に 電 源 コ ー ド を 接 続 し 、 そ れ 以 外 は 遮 断 部 材
を 埋 設 す る 。
　 電 源 コ ー ド か ら 供 給 さ れ る 電 力 が 、 コ ネ ク タ を 介 し て 各 発 熱 体 ユ ニ ッ ト へ 順 次 供 給 さ れ
、 各 発 熱 体 ユ ニ ッ ト が 発 熱 す る 。
　 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 現 場 の 寸 法 、 形 状 に 合 わ せ て 形 成 ・ 接 続 す る こ と に よ っ て 、 床
面 全 体 に 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 敷 き 詰 め た 面 状 ヒ ー タ ー と す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に し て 床 面 積 全 体 に 敷 き 詰 め た 場 合 で も 、 家 具 な ど を 置 い た 箇 所 の 発 熱 体 ユ ニ
ッ ト に は 、 そ の 接 続 端 子 に 遮 断 部 材 を 取 り 付 け て 電 力 の 供 給 を 遮 断 す る こ と が で き 、 必 要
と す る 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の み が 発 熱 す る の で 、 経 済 的 、 か つ 効 率 的 で あ る 。
　 周 辺 側 に 位 置 す る 接 続 端 子 や 、 電 力 の 供 給 を 必 要 と し な い 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 接 続 端 子 に
は 、 遮 断 部 材 を 埋 設 す る の で 、 接 続 端 子 か ら ゴ ミ な ど が 浸 入 す る こ と が な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に な る か ら 、 次 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
＜ イ ＞ 接 続 端 子 に コ ネ ク タ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 順 次 接 続 す る こ と で 、 床 面 全 体 に 敷
き 詰 め る こ と が で き 、 し か も 接 続 端 子 に 遮 断 部 材 を 取 り 付 け れ ば 不 要 な 発 熱 体 ユ ニ ッ ト に
対 し て 電 力 の 供 給 を 遮 断 す る こ と が で き 、 経 済 的 、 か つ 効 率 的 な 面 状 ヒ ー タ ー を 提 供 す る
こ と が で き る 。
＜ ロ ＞ 接 続 端 子 に は 、 コ ネ ク タ 又 は 遮 断 部 材 を 取 り 付 け て な る の で 、 ゴ ミ な ど が 浸 入 す る
こ と が な く 、 事 故 が 生 じ る こ と の な い 面 状 ヒ ー タ ー を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 接 続 状 態 を 示 す 説 明 図 で 、 図 ２ は 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 示 す
平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 接 続 端 子 と コ ネ ク タ の 関 係 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 ４ は 発 熱 体 ユ ニ ッ ト
を 挟 着 し た 床 暖 房 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 接 続 端 子 に コ ネ ク タ を 介 し て 発 熱
体 ユ ニ ッ ト を 互 い に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で 、 図 ６ は 同 様 の 側 面 図 で あ る 。 図 ７ は 接
続 部 材 に 遮 断 部 材 を 取 り 付 け る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ は 各 発 熱 層 へ 温 度 コ ン ト ロ
ー ラ ー を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で 、 図 ９ は 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 電 気 接 続 状 態 を 示 す 概 略 図
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
＜ イ ＞ 全 体 （ 図 １ ）
　 本 発 明 の 面 状 ヒ ー タ ー １ ０ は 、 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ａ ～ １ ｆ （ 以 下 、 総 称 す る 場 合
は 、 符 号 １ を 用 い る ） を コ ネ ク タ ５ 又 は 遮 断 部 材 ６ 、 ７ を 介 し て 順 次 接 続 し 、 所 要 の 発 熱
面 積 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
＜ ロ ＞ 発 熱 体 ユ ニ ッ ト （ 図 １ 、 図 ２ ）
　 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ は 、 略 矩 形 （ 縦 ６ ０ セ ン チ メ ー ト ル 、 横 ６ ０ セ ン チ メ ー ト ル 程 度 ） の
絶 縁 シ ー ト （ 樹 脂 フ ィ ル ム ） ２ ０ の 面 上 に 発 熱 層 ２ １ と 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ を 形 成 し て な る
。
　 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 例 え ば 、 絶 縁 性 を 有 す る ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ
レ ン 、 ポ リ ア セ タ ー ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト な ど の 合 成 樹 脂 シ ー ト を 使 用 す る こ と が で き る
。
　 こ の よ う な 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 面 上 に 、 カ ー ボ ン 粉 を 主 材 料 と す る カ ー ボ ン 塗 料 を 所 定 間
隔 で 縞 状 に 塗 布 又 は 印 刷 し て 発 熱 層 ２ １ を 形 成 す る 。
　 本 例 で は 、 図 か ら 分 か る よ う に 発 熱 層 ２ １ は 、 一 枚 の 絶 縁 シ ー ト ２ ０ 上 に ４ 個 形 成 さ れ
て い る が 、 １ 個 ま た は ２ 個 あ る い は ４ 個 以 上 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 ２ 本 の 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ は 、 各 発 熱 層 ２ １ に 電 力 を 供 給 す る た め の も の で 、 絶 縁 シ ー ト
２ ０ 上 へ 、 例 え ば 銀 粉 を 主 材 料 と す る 銀 塗 料 を 印 刷 し て な る 。 銀 粉 に 限 ら ず 、 銅 、 ア ル ミ
ニ ュ ー ム 、 モ リ ブ デ ン な ど の 導 体 で あ れ ば よ い 。
　 本 例 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 導 電 条 ３ ０ を 周 辺 に 沿 っ て 設 け 、 導 電 条 ３ １ を 十 字 状 に 設
け て ４ 個 の 発 熱 層 ２ １ を 包 囲 す る 形 態 と な っ て い る 。
　 導 電 条 ３ ０ の 一 辺 に 沿 っ て 各 発 熱 層 ２ １ を 接 続 し 、 ま た 電 気 コ ー ド ３ ２ 、 ３ ２ ・ ・ ・ で
導 電 条 ３ １ と 各 発 熱 層 ２ １ を 接 続 す る 。
　 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 各 辺 中 央 に 、 ４ 個 の 接 続 端 子 ４ ０ を そ れ ぞ れ 取 り 付 け る 。
　 接 続 端 子 ４ ０ は 、 後 述 す る よ う に 電 気 コ ー ド ３ ３ 、 ３ ４ を 介 し て 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ と 電
気 的 に 接 続 す る 。
　 し た が っ て 、 接 続 端 子 ４ ０ 、 電 気 コ ー ド ３ ３ 、 ３ ４ 、 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ 、 電 気 コ ー ド ３
２ に よ り 各 発 熱 層 ２ １ が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 各 発 熱 層 ２ １ は そ れ ぞ れ 独 立 し た 電 気 回 路 を
構 成 す る （ 図 ９ 参 照 ） 。 な お 、 図 ９ で は 接 続 端 子 ４ ０ は 一 つ だ け を 示 し 、 他 の 三 つ は 省 略
し て い る 。
　 こ れ ら 発 熱 層 ２ １ 、 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ 、 電 気 コ ー ド ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 、 接 続 端 子 ４ ０ を
取 り 付 け た 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 上 に 絶 縁 フ ィ ル ム （ 図 示 せ ず ） を 被 着 し て 、 両 フ ィ ル ム を 一
体 的 に 熱 シ ー ル し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ に 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 挟 着 し た 床 暖 房 材 の 一 例 を 示 す 。
　 下 方 か ら 順 に 裏 材 １ １ 、 断 熱 材 １ ２ 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ 、 熱 伝 導 板 １ ４ 、 フ ロ ー リ ン グ
材 １ ５ を 積 み 重 ね て 床 暖 房 材 を 構 成 し て い る 。
　 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ は 、 カ ー ボ ン を 塗 布 又 は 印 刷 し た 発 熱 層 ２ １ の 部 分 で 発 熱 す る 局 部 加
熱 の た め 、 温 度 に ム ラ が 生 じ る が 、 ア ル ミ 板 な ど の 熱 伝 導 板 １ ４ を 一 面 に 被 着 す る こ と で
、 温 度 を 均 一 に す る こ と が で き る 。
　 断 熱 材 １ ２ の 各 辺 に は 、 ４ 個 の 接 続 端 子 ４ ０ を 取 り 付 け る た め の 切 欠 き 部 １ ３ が ４ 箇 所
設 け ら れ て い る 。
　 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ 上 へ 発 熱 層 ２ １ と 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ を 印 刷 し て な
る の で 、 全 体 が 極 め て 薄 く 、 床 暖 房 材 の 間 に 挟 着 す る 場 合 で あ っ て も 、 全 く 問 題 が な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ＜ ハ ＞ 接 続 端 子 （ 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ ）
　 接 続 端 子 ４ ０ は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の ４ 辺 の 略 中 央 に 取 り 付 け ら れ る 電 気 的 な 端 子 で あ る
。
　 接 続 端 子 ４ ０ は 、 内 部 に 導 電 性 の 金 属 板 ４ １ 、 ４ １ を ２ 枚 設 置 し 、 外 側 を 絶 縁 部 材 ４ ２
で 囲 繞 す る 。 金 属 板 ４ １ 、 ４ １ の 一 端 に 電 気 コ ー ド ３ ３ 、 ３ ４ を 接 続 す る 。
　 断 熱 材 １ ２ の 切 欠 き 部 １ ３ に そ れ ぞ れ 接 続 端 子 ４ ０ を 配 置 し 、 電 気 コ ー ド ３ ３ 、 ３ ４ の
先 端 を ２ 本 の 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ に 溶 着 す る 。 本 例 で は 、 電 気 コ ー ド ３ ３ を 導 電 条 ３ ０ に 溶
着 し 、 電 気 コ ー ド ３ ４ を 導 電 条 ３ １ に 溶 着 し て い る 。
　 切 欠 き 部 １ ３ は 、 接 続 端 子 ４ ０ を 配 置 し た と き 、 各 接 続 端 子 ４ ０ が 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ の
各 辺 か ら 突 出 し な い 大 き さ と な っ て い る （ 図 ４ ） 。
　 従 来 は 、 凸 端 子 が 突 出 し て い る た め 、 床 面 全 体 に 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 設 置 し よ う と し て も
、 凸 端 子 が 壁 面 下 部 に ぶ つ か る な ど で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 床 面 全 体 に 敷 き 詰 め る の が 困 難
で あ っ た が 、 本 例 で は 突 出 し て な い の で 、 床 面 全 体 に 敷 き 詰 め る こ と が で き る 。
　 接 続 端 子 ４ ０ に は 、 後 述 す る コ ネ ク タ ５ を 差 し 込 む た め の 凹 部 ４ ３ お よ び 差 込 口 ４ ４ が
設 け ら れ 、 コ ネ ク タ ５ を 介 し て 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 電 気 的 に 順 次 接 続 し て い く こ と
が で き る 。
　 ま た 、 接 続 端 子 ４ ０ に は 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ 同 士 を 間 違 っ て 接 続 す る こ と が な い よ う に
、 コ ネ ク タ ５ と 凹 凸 嵌 合 す る 溝 （ 又 は 突 部 ） ４ ５ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ ニ ＞ コ ネ ク タ （ 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ６ ）
　 コ ネ ク タ ５ は 、 接 続 端 子 ４ ０ に 差 し 込 ん で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ 同 士 を 互 い に 電 気 的 に 接

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-294237 A 2005.10.20



続 す る た め の も の で あ る 。
　 コ ネ ク タ ５ は 、 内 部 に 導 電 性 の 金 属 板 ５ ０ 、 ５ ０ を ２ 枚 設 置 す る と と も に 、 こ れ ら 金 属
板 ５ ０ 、 ５ ０ の 中 間 部 を 絶 縁 部 材 ５ １ で 囲 繞 し て 構 成 す る 。
　 ２ 枚 の 金 属 板 ５ ０ 、 ５ ０ を 、 接 続 端 子 ４ ０ の 差 込 口 ４ ４ 、 ４ ４ か ら 差 し 込 む こ と で 、 金
属 板 ５ ０ 、 ５ ０ が 接 続 端 子 ４ ０ の 金 属 板 ４ １ 、 ４ １ と 接 触 し 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
　 コ ネ ク タ ５ の 片 側 に は 、 接 続 端 子 ４ ０ の 溝 （ 又 は 突 部 ） ４ ５ と 凹 凸 嵌 合 す る 突 部 （ 又 は
溝 ） ５ ２ を 設 け て あ る 。
　 接 続 端 子 ４ ０ の 凹 部 ４ ３ に 絶 縁 部 材 ５ １ が 嵌 ま り 込 む こ と で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 互 い
に 隙 間 な く 接 続 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ ホ ＞ 遮 断 部 材 （ 図 ７ ）
　 遮 断 部 材 ６ は 、 接 続 端 子 ４ ０ に 差 し 込 ん で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ 同 士 を 互 い に 電 気 的 に 遮
断 す る た め の も の で あ る 。
　 遮 断 部 材 ６ は 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど の 絶 縁 部 材 ６ １ の 一 端 に ２ 枚 の 金 属 板 ６ ０ 、 ６ ０ を 突
出 し て 構 成 す る （ 図 ７ （ Ａ ） 参 照 ） 。
　 ２ 枚 の 金 属 板 ６ ０ 、 ６ ０ を 接 続 端 子 ４ ０ の 差 込 口 ４ ４ 、 ４ ４ へ 差 し 込 む 。
　 金 属 板 ６ ０ 、 ６ ０ が 接 続 端 子 ４ ０ の 金 属 板 ４ １ 、 ４ １ と 接 触 し て も 、 絶 縁 部 材 ６ １ が 電
気 的 に 遮 断 す る 。
　 遮 断 部 材 ６ の 片 側 に は 、 接 続 端 子 ４ ０ の 溝 （ 又 は 突 部 ） ４ ５ と 凹 凸 嵌 合 す る 突 部 （ 又 は
溝 ） ６ ２ を 設 け て あ る 。
　 接 続 端 子 ４ ０ の 凹 部 ４ ３ は 、 遮 断 部 材 ６ 差 し 込 ん だ と き 、 遮 断 部 材 ６ が 凹 部 ４ ３ か ら 突
出 す る こ と が な い 大 き さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す 遮 断 部 材 ７ は 、 ４ 枚 の 金 属 板 ７ ０ を 絶 縁 部 材 ７ １ の 両 端 か ら 突 出 し て
構 成 し た 例 で あ る 。
　 両 端 か ら 突 出 す る 金 属 板 ７ ０ 、 ７ ０ を 接 続 端 子 ４ ０ の 差 込 口 ４ ４ 、 ４ ４ へ 差 し 込 む 。
　 こ の 場 合 は 、 図 １ に 示 す よ う に 隣 り 合 う 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ の 接 続 端 子 ４ ０ 、 ４ ０ を 接 続
す る 場 合 に 便 利 で あ る 。
　 コ ネ ク タ ５ の 場 合 と 同 様 に 、 接 続 端 子 ４ ０ の 凹 部 ４ ３ に 絶 縁 部 材 ７ １ が 嵌 ま り 込 む こ と
で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 互 い に 隙 間 な く 接 続 し て い く こ と が で き る 。
　 な お 、 本 例 で は 、 金 属 板 ６ ０ 、 ７ ０ を 設 置 し た が 、 こ れ ら を 省 略 し 、 絶 縁 部 材 ６ １ 、 ７
１ の み で 遮 断 部 材 ６ 、 ７ を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ ヘ ＞ 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー （ 図 ８ ）
　 導 電 条 ３ １ と 発 熱 層 ２ １ と を 結 ぶ 電 気 コ ー ド ３ ２ に 、 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ２ を 介 在 す
る 。
　 サ ー ミ ス タ ー な ど か ら な る 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ２ は 、 設 定 温 度 （ 最 高 温 度 な ど ） に 達
し た な ら ば 通 電 を 自 動 的 に 遮 断 す る 。
　 各 発 熱 層 ２ １ の 一 つ に 異 常 な 温 度 上 昇 が あ り 、 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ２ が 作 動 し て 通 電
が 遮 断 さ れ た と し て も 、 各 発 熱 層 ２ １ は 、 導 電 条 ３ ０ 、 ３ １ に 並 列 接 続 さ れ て い る の で 、
他 の 発 熱 層 ２ １ は そ の ま ま 通 電 さ れ 、 問 題 は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
＜ ト ＞ 電 源 コ ー ド （ 図 １ ）
　 電 源 コ ー ド ２ ５ は 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ に 電 力 を 供 給 す る た め の も の で 、 一 端 を 接 続 端 子
４ ０ に つ な ぎ 、 他 端 を コ ン セ ン ト に つ な ぐ 。
　 電 源 コ ー ド ２ ５ の 途 中 に コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ ６ を 介 在 し 、 面 状 ヒ ー タ ー １ ０ 全 体 の 温
度 調 整 や 、 漏 電 を 検 知 し 、 電 源 を 遮 断 す る 機 能 を 設 け る と 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
＜ ホ ＞ 作 用
　 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 周 辺 に 位 置 す る 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ａ の 接 続 端 子 ４ ０ に 電 源
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コ ー ド ２ ５ を つ な ぐ と と も に 、 他 の 二 つ の 接 続 端 子 ４ ０ 、 ４ ０ に コ ネ ク タ ５ 、 ５ を 介 し て
二 つ の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｂ 、 １ ｃ を 接 続 す る 。
　 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｂ に は 、 コ ネ ク タ ５ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｄ を 接 続 し 、 さ ら に 発
熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｄ に は コ ネ ク タ ５ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｆ を 接 続 す る 。
　 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｃ に は 、 遮 断 部 材 ７ 、 ７ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｄ 、 １ ｅ を 接 続 し
、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｅ と 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｆ も 遮 断 部 材 ７ を 介 し て 互 い に 接 続 す る 。
　 こ の よ う に し て 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ａ ～ １ ｆ を コ ネ ク タ ５ 又 は 遮 断 部 材 ６ 、 ７ を 介
し て 順 次 接 続 し て い く 。
　 周 辺 部 の 接 続 端 子 ４ ０ に そ れ ぞ れ 遮 断 部 材 ６ を 接 続 し 、 電 源 （ 図 示 せ ず ） よ り 電 源 コ ー
ド ２ ５ を 介 し て 電 力 を 供 給 す る と 、 コ ネ ク タ ５ を 介 し て 互 い に 接 続 さ れ た 発 熱 体 ユ ニ ッ ト
１ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 、 １ ｆ が 通 電 し 、 遮 断 部 材 ７ の み を 介 し て 接 続 さ れ た 発 熱 体 ユ ニ
ッ ト １ ｅ に は 通 電 さ れ な い 。
　 し た が っ て 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ｅ を 除 い た 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 、 １
ｆ が 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の た め 、 家 具 な ど が 設 置 さ れ 、 発 熱 不 要 な 箇 所 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ に は 、 遮 断 部 材 ６
、 ７ を 取 り 付 け る こ と で 、 電 力 の 供 給 を 遮 断 で き 、 合 理 的 、 か つ 効 率 の よ い 床 暖 房 と な る
。
　 各 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ の 接 続 端 子 ４ ０ に は 、 コ ネ ク タ ５ ま た は 遮 断 部 材 ６ 、 ７ が 取 り 付 け
ら れ る の で 、 ゴ ミ な ど が 浸 入 す る こ と が な く 、 事 故 が 生 じ る こ と の な い 面 状 ヒ ー タ ー １ ０
と な る 。
　 ま た 、 コ ネ ク タ ５ 、 遮 断 部 材 ７ は 、 接 続 端 子 ４ ０ の 凹 部 ４ ３ に 嵌 ま り 込 む の で 、 発 熱 体
ユ ニ ッ ト １ を 互 い に 隙 間 な く 接 続 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 の 面 状 ヒ ー タ ー １ ０ は 、 暖 房 す べ き 部 屋 の 面 積 （ 容 積 ） に 応 じ た 発 熱 体 ユ ニ ッ
ト １ を 用 意 し 、 並 列 接 続 す る と 共 に 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ 毎 に 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ２ を 介
在 し た も の で あ る か ら 、 温 度 が 異 常 上 昇 し た 場 合 は 、 そ の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ の み 通 電 を 遮
断 で き る 。 ま た 、 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ２ に よ り 、 連 続 使 用 （ 又 は ス イ ッ チ Ｏ Ｆ Ｆ を 忘 れ
て も ） に お い て も 上 限 以 上 の 温 度 に 上 昇 す る こ と は な い 。
　 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ を 敷 き 並 べ て 面 状 ヒ ー タ ー １ ０ と し て い る の で 、 発 熱 体 ユ ニ ッ
ト １ が 損 傷 そ の 他 の 事 故 を 生 じ た 場 合 に は 、 該 当 部 分 の み の 取 り 換 え が で き る ほ か 、 発 熱
体 ユ ニ ッ ト １ を 所 定 の 大 き さ に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 床 の 寸 法 を 変 え る こ と な く 、 従 来
の 寸 法 で 容 易 に 収 ま る 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 発 熱 体 ユ ニ ッ ト １ は 、 扁 平 で 柔 軟 性 に 富 む 面 状 発 熱 体 で あ り 、 軽 量 、 か つ 薄 い の
で 、 床 暖 房 材 に 介 在 し て も 全 体 の 厚 さ に 影 響 す る こ と が な く 、 面 状 ヒ ー タ ー １ ０ の 施 工 が
容 易 で あ り 、 床 暖 房 シ ー ト と し て 極 め て 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 多 数 の 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 接 続 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 接 続 端 子 と コ ネ ク タ の 関 係 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 挟 着 し た 床 暖 房 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 接 続 端 子 に コ ネ ク タ を 介 し て 発 熱 体 ユ ニ ッ ト を 互 い に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平 面 図
。
【 図 ６ 】 図 ４ と 同 様 の 側 面 図 。
【 図 ７ 】 接 続 部 材 に 遮 断 部 材 を 取 り 付 け る 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 各 発 熱 層 へ 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 発 熱 体 ユ ニ ッ ト の 電 気 接 続 状 態 を 示 す 概 略 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
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１ ・ ・ ・ ・ 発 熱 体 ユ ニ ッ ト
１ ０ ・ ・ ・ 面 状 ヒ ー タ ー
１ １ ・ ・ ・ 裏 材
１ ２ ・ ・ ・ 断 熱 材
１ ３ ・ ・ ・ 切 欠 き
１ ４ ・ ・ ・ 熱 伝 導 板
１ ５ ・ ・ ・ フ ロ ー リ ン グ 材
２ ０ ・ ・ ・ 絶 縁 シ ー ト
２ １ ・ ・ ・ 発 熱 層
２ ２ ・ ・ ・ 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー
２ ５ ・ ・ ・ 電 源 コ ー ド
３ ０ 、 ３ １ ・ ・ ・ 導 電 条
３ ２ ～ ３ ７ ・ ・ ・ 電 気 コ ー ド
４ ０ ・ ・ ・ 接 続 端 子
５ ・ ・ ・ ・ コ ネ ク タ
６ 、 ７ ・ ・ ・ ・ 遮 断 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(8) JP 2005-294237 A 2005.10.20



【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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